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第3次中期事業計画（2021.4～）

 健全な財政基盤を確立し、時代の変化に対応できる人材の育成

 次世代の医学・医療を担う医療人の育成と質の高い研究の実践

 医系総合大学としての教学基盤の確立

 社会の要請に応える特定機能病院として、より安全で質の高い次世代医療の提供

 地域包括ケアの「篠山モデル」を構築し、地域から信頼される医療・福祉の提供

社会の福祉への奉仕　人間への深い愛　人間への幅の広い科学的理解

21世紀に即した医学・医療の持続的な展開と、

それらを担いうる高質の医療人の育成を使命とする医療総合大学

建学の精神

戦略・施策

目指す姿

❶地域包括ケアシステムの構

築に向けた体制整備

①旧病院跡地利用計画の策

定と実行

②在宅療養支援病院の充実

③外来診療体制及び健診業

務の充実

④地域包括ケアの深化・推

進

❷総合診療・地域医療を支え

る医療人の育成

⑤卒前・卒後教育における

地域医療研修の充実

⑥西宮本院と連携した戦略

的人材交流の実施

⑦労働生産性の向上・多職

種連携による効率化

❸地域に貢献し信頼されるブ

ランドの確立

⑧地域と連携し、市民に開

かれたキャンパスづくり

❶がん診療機能の充実に向け

た体制強化

①多様なニーズに対応する

がん専門医療人の育成

②がん診療における地域連

携の推進

❷高度急性期医療の推進

③新たな救急診療体制の構

築

④手術センター・アイセン

ターの効率的運用

❸診療・臨床研究における地

域との協働

⑤関連病院との連携強化

⑥医療支援センターの活性

化

⑦医師主導治験の主体的支

援

❹特色のある医療の実施

⑧次世代医療の導入

❺新病院建設に向けた財政基

盤の確立

⑨新病院建設に向けた目標

収支差額の確保

❶財務計画の着実な実行

①中期財務計画の策定

②予算編成方法の改善と予

算執行管理の徹底

❷兵庫医科大学開学50周年記

念事業の実施

③募金事業実施体制の構築

と募金事業の実施

④50周年記念事業の計画と

実施

❸新病院建設のための態勢整

備

⑤新病院整備計画の策定と

実行

⑥新病院建設特定資産の積

立

❹緊急時も含めた法人機能の

維持

⑦各キャンパスの危機管理

体制の点検整備

❺効率的かつ効果的なICTの

活用

⑧ICT基本計画の策定

⑨情報システム導入効果の

可視化

❻意欲的に働くことのできる

組織・職場づくり

⑩医師の職場復帰のための

再教育プログラム策定

⑪新たな事務体制の確立と

人材育成

⑫教職員のモチベーション

向上のための人事考課制

度の処遇への反映

⑬長時間労働の是正並びに

有給休暇取得率の向上

❼「対応型」から「戦略型」

広報体制への転換

⑭各部門の広報体制及び広

報業務の見直しによる法

人広報体制の確立

❽医系総合大学として、質の

高い医療人を育成する体制

の構築

⑮改組に伴う医療人育成研

修センターの強化

⑯医科大学と医療大学の統

合による新たな医系総合

大学の創出

❾新たな拠点の開設による新

規ニーズの発掘

⑰早期発見・早期治療を実

現する幅の広い医療提供

❶質の高い医師を輩出するた

めの教育の充実

①問題解決能力の向上を目

指した教育体制の充実

②国際的に活躍できる人材

育成

③入試制度改革

④学生生活支援体制の充実

⑤大学院教育の改革と充実

❷質の高い研究成果の創出

⑥競争的資金獲得に向けた

組織的取り組みの強化

⑦基礎研究とトランスレー

ショナルリサーチの活性

化

⑧臨床研究の質的向上

❸帰属意識の向上

⑨兵庫医科大学卒業生と在

学生の帰属意識の向上

❶次代を担う中核的医療人育

成の教育研究の強化

①兵庫医科大学との統合に

向けた協働

②次代を拓くヘルスサイエ

ンスの深化と創出

❷大学の「地域性」の定着と

実績づくり

③地域社会との双方向の教

学実施による社学連携

④医療人のキャリアアップ

を目指す生涯教育支援

❸受験生の安定的確保と学生

の学習支援の充実

⑤学生一人ひとりに向き合

う支援体制の充実

⑥入試改革と受験生確保

❹大学自己改革の推進

⑦自己点検・評価による教

育の質保証と情報の公開

法人部会

医科大学部会

医療大学部会

大学病院部会

篠山キャンパス部会

基本コンセプト

法人部会 医科大学部会 医療大学部会 大学病院部会 篠山キャンパス部会
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（⼤学部⾨抜粋）

1. 事業計画＜重点施策＞

【兵庫医科⼤学】

・ 競争的資⾦の組織的獲得推進施策の継続

・ 薬学部における受験⽣の安定的確保と学⽣の学習⽀援の充実

・ 統合後の⼤学運営体制を確⽴するとともに、教職員の⼀体感の醸成を図り、スピード
感を持って課題解決に取り組む

2. 事業計画＜⼀般施策＞

【兵庫医科⼤学】

・ 外部評価を踏まえたカリキュラムの改善

・ 次代を担う中核的医療⼈育成の教育研究の強化

・ ⼤学の「地域制」の定着と実績づくり

2022年度事業計画

法⼈の⽬指す姿を実現すべく、各部⾨における中・⻑期⽬標を確実に達成する為、第3次中期事業
計画（2018〜2022）の5年⽬となる2022年度は、以下の通り事業を実⾏していきます。
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 2022年度事業計画≪重点施策≫

計画番号 3 事業計画名 競争的資⾦の組織的獲得推進施策の継続

No.
1 1） 社学連携・研究推進センター 産官学連携・研究推進部⾨による研究⽀援体制の構築

第１回部⾨会議(4/27)で、研究・産学連携に係る⽅針、産学連携・研究推進部⾨の役割、産学連
携・研究推進部⾨の組織としての取組みについて検討を⾏い、①メンバー・役割、②具体的な⽀援
内容について合意した。

2） 年間計画の策定
① 前年度活動（旧研究推進ワーキンググループ）の課題と対応策の検討

科研費⽀援、研究推進助成、HIC事業、異分野交流について課題と対策を挙げ、検討を⾏った。な
お、研究推進助成については、第2〜4回部⾨会議で検討を⾏い規定の改定を⾏った。

② 年間計画の⽴案・策定
年間の活動計画とスケジュールを⽴案した。
科研費⽀援（セミナーとURA作成⽀援）、研究推進助成（規定改定）、HIC事業（公募と⽀援内
容）、異分野交流（交流会：関⻄学院⼤学12/14と12/22の2回、島津製作所11/17）、研究推進
WG（新規設置、部⾨の下部組織としての役割の明確化）。

2 1） 産官学連携・研究推進部⾨による以下の実施
① 科研費採択件数向上を図るための学内セミナー開催

ダイバーシティ事業との共催で、久留⽶⼤学・児島教授による少⼈数のワークショップ（19名）と
セミナー（57名）を実施した（7/14）。アンケートから、参加・視聴者より⾮常に⾼評価を得
た。また、セミナー参加者の科研費採択率は⾼かった（ワークショップ33.3%、セミナー会場参加
61.1%）

② 研究計画レビュー⼜は計画書作成サポート
26名の研究者（⻄宮22名、神⼾4名）に対し、URAによる⽀援を⾏った。概要書を基にした研究全
体の構想に関するアドバイスから、申請書作成の⽀援まで幅広く⽀援を⾏った。うち、11名が科研
費採択に繋がった（萌芽1名は未発表）。

2） 学⻑⼜は学部⻑による医学部各講座等ヒアリングの実施
学⻑による医学部の講座等59部署のヒアリングを実施した（7/12-9/9）。昨年度の応募結果を踏
まえ、今年度の申請計画について確認・指導を⾏った。神⼾キャンパスは、ヒアリングおよび研究
推進WGより課題抽出を⾏い、次年度計画に落し込む予定。

3 1） 公募情報等の収集・学内発信、事業に適合する可能性のある教員への個別アプローチ
効率重視し、基本的には、施策③で広く広報することにしている。その中で、公募情報とフィット
するものは、個別にアプローチを⾏っている。例を⽰す。

・ 中村助教：JSTさきがけへの応募
・ ⼭原教授：AMED岡⼭⼤橋渡し研究シーズFへ応募
・ 中込主任教授：再⽣医療実現拠点ネットワークプログラム応募
・ ⼤村⾕主任教授：AMED京⼤橋渡し研究シーズA採択（⽀援中） → 次年度継続⽀援確定
・ ⻄浦助教：AMED創薬ブースター（今年度よりスクリーニングステージ）→ 次年度予算確保、

オープンイノベーション情報（⽀援中）
・ 五味主任教授：AMED京⼤橋渡し研究異分野融合への応募
・ 菊池准教授：AMED橋渡し研究シーズpreF（⽀援中）→ 次年度予算獲得
・ 兼松准教授：AMED京⼤橋渡し研究シーズA、JSTへ応募検討中

⼤項⽬ 達成状況

事業の概要

1．研究⽀援体制の構築と年間計画の策定
2．科研費申請及び獲得推進のための各種具体的施策の継続実施
3．AMED 委託研究開発課題他競争的資⾦等獲得⽀援策の継続実施
4．その他公募型研究資⾦、共同・受託研究による企業資⾦等獲得⽀援策の継続実施
5．獲得⽀援活動の効果検証及び恒常的施策の検討

研究⽀援体制の構築と年
間計画の策定

科研費申請及び獲得推進
のための各種具体的施策
の継続実施

AMED委託研究開発課題
他競争的資⾦等獲得⽀援
策の継続実施
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 2022年度事業計画≪重点施策≫

No. ⼤項⽬ 達成状況
2） 学内研究者間のマッチング、打合せ・ヒアリング等への⽴ち会い、申請関係資料の作成⽀援

学内外の研究者のマッチングの提案・⽀援を⾏った。例を⽰す。
・ 松本講師：東京⼤学 酒井教授 → 共同研究予定（⽀援中）
・ 中村助教：関⻄学院⼤学 吉野教授 → 共同研究中（⽀援中）
・ ⼤村⾕主任教授、⻄浦助教：関⻄学院⼤学 昌⼦准教授
・ 森准教授（リハ）：内閣府からの依頼相談→産科婦⼈科 福井准教授、⻄宮市・保健所との⾯談調

整・同席→事業提案予定
3） 研究者ML、GWによる定期的公募情報等の案内

・ 研究推進課とURAが協⼒し、企業、財団系の研究助成や橋渡し研究の情報を収集し、定期的に発信
している（グループウエア、メーリングリストにて、2回/⽉）。

4 1） 各種研究資⾦公募情報の収集・学内発信、適合者への個別アプローチ
公募情報や研究者の要望を基に、⽀援を⾏った。主な事例を⽰す。

・ ⼩⼭特別招聘教授、⾼橋准教授：JR⻄あんしん
・ 鍔本教授：オープンイノベーション情報（TaNeDS）
・ 中込主任教授：オープンイノベーション情報（Takeda）
・ ⻄浦助教：オープンイノベーション情報（⽀援中）

2） 企業等産業界とのマッチングによる共同研究組成・推進⽀援（打合せへの⽴ち会い、プレゼン資料
等の作成⽀援の実施）
企業情報や研究者の要望を基に、マッチングの⽀援を⾏った。例を⽰す。

・ 松本講師：株式会社ヘリオス→ 共同研究のリリース（6/3、⽀援中）
・ 菊池准教授：島津製作所・シャープ → 共同研究
・ 松永主任教授：emol社 → 共同研究（⽀援中）、AMED申請中
・ ⾼橋准教授：積⽊製作 → 共同研究（⽀援中）→ プレスリリース予定
・ 中村助教：LG Japan Labとの共同研究
・ 鍔本教授：MPricilium Therapeutics Pty Ltd.→ 協業検討中
・ 兼松准教授：三菱商事、住之江織物、TISM社と協業実施中
・ 児⽟講師：⽇本SLC、⽇本クレアへ提案
・ 閔講師、砂⼭病院助⼿：村⽥製作所 → 共同研究実施予定
・ 川邊助教：アビオニクス社→ 共同研究実施中（⽀援中）
・ ⻄浦助教、⼤村⾕主任教授：旭化成ファーマ → 協業検討中
・ ⽯⼾主任教授：DSANJを通じてマッチング → ベルファーマ社とNDA締結

5 1） ⼤学間交流・異分野交流
・ ⽇本の研究⼒の低下、少⼦⾼齢化などの課題対応のため、政府は重点となる⼤学を選択し、⼤学間

連携を促す⽅針であり、⼤学間等連携の重要性が増すと認識。
・ 新たな研究テーマ創出のため、積極的な⼤学間等連携が必要と考え、その具体的な施策を⽴案・実

⾏する。
・ 関学との交流会を２回実施し、16の個別交流、さらに共同研究に繋げた（2件は契約締結済、3件

は準備中）
2） 研究推進助成

・ 活性化助成など、研究推進助成の採択者は、科研費の採択率が50%以上という結果が得られた。学
内の助成がステップとなっていると⾔える。

3） 科研費申請⽀援
・ 科研費申請の若⼿・初⼼者などでは単年での採択は困難であり、より⻑期的な視野での⽀援が必要

である。
・ 研究テーマが重要であり、新たな研究テーマを創出するため学内外の連携を深める施策を企画す

4） 新研究推進WGの⽴上げ
・ 若⼿研究者の要望・提案を反映させるため、全学的な新研究推進WGを⽴ち上げた。
・ ⿊⽥主任教授が中⼼となり運営し、部⾨会議へ提案を⾏った。

3） HIC事業
・ 全学的取り組みとするため、同部⾨主体による公募・採択・⽀援を⾏った。2⽉にキックオフミー

ティングを実施済

獲得⽀援活動の効果検証
及び恒常的施策の検討

その他公募型研究資⾦、
共同・受託研究による企
業資⾦等獲得⽀援策の継
続実施
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 2022年度事業計画≪重点施策≫

計画番号 4 事業計画名 薬学部における受験⽣の安定的確保と学⽣の学習⽀援の充実

No.
1

2

3 1） 全学年の学修成果の管理と解析(下記）を実施し、学習⽀援への活⽤を⾏っている。2022年度の成
績をもとに成績不良者および補講の参加状況から意欲低下が懸念される学⽣に対しては薬学教育セ
ンターにて⾯談を実施し、学習姿勢の改善を促す個別⽀援を開始した。また6年⽣の総合演習にお
いては、模擬試験や過去の試験成績から国試合格率の期待値を⽰し、判定ライン決定に対する助⾔
を⾏った。

2） 薬学教育センターを基軸とした成績管理・解析とポートフォリオ構築に向けて
過去5年程度の成績を薬学教育センターで統括した。情報収集と解析は今後も継続して実施してい
く。
 ・全学年の成績収集・管理・解析
 ・総合演習の試験問題、成績の管理と解析
 ・6年次の模擬試験の成績の管理と解析
 ・4年⽣のCBT（模試含む）の成績の管理と解析
 ・国家試験の結果の収集・管理・解析
 ・各学年で実施されている補講の出席状況及び、課題テストの成績の管理と解析

3） 教員⾯談で明らかになった、研究室ごとで異なる国試対策指導法の情報を集約し、教員間で指導が
統⼀・情報共有できるように薬学教育センター主体で、教員にむけた指導実例をWEB上で公開し
た。

4） 成績解析の結果をもとに学習オリエンテーションを1年⽣から4年⽣に向けて実施した。

事業の概要

1．薬剤師国家試験対策の強化継続と学⻑指⽰のもと薬学教育センターと連携し、学部の主導体制を更に強化する
2．多様な修学状況の学⽣に応じたフォローアップ
3．IR による⼊試、教学データのフィードバック
4．薬学部を主とした⼊試・広報戦略の策定及び実施

⼤項⽬ 達成状況
薬剤師国家試験対策の強
化継続と学⻑指⽰のもと
薬学教育センターと連携
し、学部の主導体制を更
に強化する

薬学教育センターとの連携において、3 ⽉には薬学教育センター⻑の指⽰の下、薬学兼務教員ととも
に、薬学教育センター委員会を開催し、さらなる体制強化を図った（2023.3.9 教授会報告済）。
6 年次⽣に対しては、総合演習Ⅱの試験において新作問題を積極的に取り⼊れることなどを盛り込んだ
ガイドラインを策定し、実施した。また、課外対策としては 6 年次⽣に対し、外部講師による国試対策
講習会も開催した。外部模試成績に基づき、学内教員による修学指導も薬学教育センター教員と連携し
て実施した。
今年度の薬剤師国家試験結果は、全国平均と同等レベルの合格率（82.5％）を維持することができ、⽬
標合格率の 80％以上を達成できた。
2・3 年次⽣に対する春季総合実⼒テストの実施、4 年次⽣に対する CBT 対策補講と模擬試験の実施、
5 年次⽣に対しては、実務実習期間中に 2 度の国試過去問模試の実施に加え、実務実習終了後の補完教
育体制の確認を⾏うとともに、春季国試対策講習会および模擬試験を実施した。

多様な修学状況の学⽣に
応じたフォローアップ

2022年度前期における新⼊⽣のアドバイザー⽀援⽅針（2022.4.14教授会承認）に基づき、定期的な⾯
談を実施するとともに、問題のある学⽣等については学⽣カルテにより教員間で情報共有した。要⽀援
学⽣に対しては、随時呼び出し、薬学教育センター教員・専任事務職員による個別⾯談を実施した。
⼊学前課題については３学部共通課題に加え、2022年度より推薦⼊試合格者に対して化学・⽣物・数学
を中⼼とした課題を実施し、⼊学後のプレイスメントテストにより学⼒向上状況を検証した。
また、複数の授業において、対⾯授業だけでなく、その授業を録画しオンライン授業として後⽇
Moodle上で閲覧可能として、学習効果の拡⼤を図った。

IR に よ る ⼊ 試 、 教 学
データのフィードバック
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 2022年度事業計画≪重点施策≫

No. ⼤項⽬ 達成状況
4 薬学部を主とした⼊試・

広報戦略の策定及び実施
連携校を対象に新たな企画として⾼⼤連携プログラムを7⽉に開催した。⾼校低学年を対象に職業理解
プログラム（4学部連合）、志望学部が確定した⾼校⽣を対象に⼤学教育プログラム（学部毎）を実施
し、連携校の⾼校⽣261名（うち職業理解プログラム50名、薬学部55名）の参加があり、連携校との関
係を強化した。⾼校訪問については、例年、連携校は年3回（6⽉〜、9⽉〜、2⽉〜）、重点校と地⽅校
は年2回（6⽉〜、9⽉〜）、⼀般校は年1回（6⽉〜）の頻度で訪問しているが、今年度から 医学部重点
校を新設し、医学部⼊試担当者が6⽉に訪問を実施した。また、重点校も従来の年2回から年3回に訪問
回数を増やした。連携校、重点校、地⽅校の9⽉訪問では、学校推薦型選抜公募制・薬学部指定校制の
出願促進を重点的に⾏った。連携校に重点校を加えた3⽉訪問では春のオープンキャンパスの告知、今
年度⼊試結果速報、次年度⼊試の変更点等を報告し、次年度⼊試に繋げる取り組みを実施した。10⽉に
⾼⼤連携協議会を開催し、⾼校との合同研修会の実施、⾼校で実施している探究活動に関する意⾒交換
を⾏った。連携校に対する⼊試制度、探究活動⽀援は次年度継続して検討する。
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 2022年度事業計画≪重点施策≫

計画番号 5 事業計画名

No.
1 1） ⼤学の新規部⾨として、薬学教育センター、臨床教育統括センター、社学連携・研究推 進セン

ター、キャリアデザインセンター、IR 室については、役割、業務等 HP に掲載を完了 した
2） 統合後の組織における会議体等は確実な運⽤を完了した。
3） ⼤学運営会議にて運営体制について各学部⻑等から意⾒聴取し、「⼤学運営の点検・ 提⾔」によ

る点検・評価を実施した。次年度に向けて必要により修正予定であるが、キャンパ ス協議会につ
いては 2022 年度実績を勘案し、2023 年度より⽉ 2 回開催を 1 回とし、必要 時は臨時開催する予
定。

2 (1) 従前の早期臨床体験実習Ⅰ、Ⅱ、在宅ケア（訪問看護）実習、チーム医療演習に加えて、学部・職
種を超えた多職種連携教育（IPE)の更なる充実を図るため、4学部合同で「多職種連携総合臨床実
習」を実施した。

・ ⽇程：2022年9⽉5⽇（⽉）〜9⽉9⽇（⾦）
・ 施設：ささやま医療センター 内科、総合診療、整形外科など
・ 参加学⽣：医学部（当該時期に臨床実習を⾏うグループの⼀部として実施）第5学年次⽣6名、薬学

部第5学年次⽣3名、看護学部第4学年次⽣3名、リハビリテーション学部第4学年次⽣4名（理学療
法学科2名、作業療法学科2名）

(2) ⼤学統合後の新しい多職種連携教育として、選択専⾨コースを設置。そのうち、3学部共通コース
として、①公務員受験コース、②フィジカルアセスメント達⼈コース、③解剖⽣理・病態⽣理学修
コースを導⼊した。

① 公務員受験コース：医療系公務員を受験する学⽣への⽀援を医療系公務員受験コースとして整理し
可視化できるよう、従来から実施している⽀援内容の充実を図った「医療系公務員就職⽀援プログ
ラム」として整備した。

② フィジカルアセスメント達⼈コース/全4回：受講者 2名（リハビリテーション学部理学療法学科第
4学年次⽣）
10⽉〜11⽉にかけて神経や胸部、頭部等の診察を主題とした実習（うち1回講義）を計4回実施
し、全4回出席した2名に修了証を授与した。

③ 解剖⽣理・病態⽣理学修コース/全6回：受講者 55名（薬学部第5学年次⽣9名/看護学部第4学年次
⽣8名/リハビリテーション学部理学療法学科第3学年次⽣25名、第4学年次⽣5名/リハビリテー
ション学部作業療法学科第3学年次⽣6名、第4学年次⽣2名）
10⽉〜11⽉にかけて循環器や消化器、呼吸器等を主題とした講義を計6回実施し、全6回出席した
42名に修了証を授与した。

3 1） 幹部教員FDについては、コロナ禍により学内（教育研究棟）にて、2022年9⽉9⽇(⾦)・10⽇(⼟)
に実施し、両キャンパスで43名の教員が参加した。

2） 多職種連携関連については、2022年11⽉22⽇（⽕）に昭和⼤学医学部⽊内教授により「多職種連
携教育の先進的な取り組み」をテーマとしてFDを実施した。出席50名、WEB視聴76名、計126名
の教員が参加した。

3） 教育⼒向上セミナー・神⼾キャンパス3 学部合同 FDとして、京都⼤学⼤学院医学研究科 医学専攻
分⼦⽣体統御学講座 医化学分野 ⽵内教授により「⾃然免疫の制御と疾患〜 Regnase 1 による サ
イトカイ ン mRNA 制御の役割〜 」をテーマとしてFDを実施した。出席49名、WEB視聴50名、計
99名の教員が参加した。

教職員の相互交流による
共通課題、共通認識の促
進

統合後の⼤学運営体制を確⽴するとともに、教職員の⼀体感の醸成を図り、スピード感を持って課題解
決に取り組む

事業の概要

1．新⼤学の運営⽅針等の発信及び⼤学運営の確⽴
2．新たな教育施策
（1）多職種連携教育（IPE）の実施
（2）学⽣の進路選択⽀援策の実施
3．教職員の相互交流による共通課題、共通認識の促進

⼤項⽬ 達成状況
新⼤学の運営⽅針等の発
信及び⼤学運営の確⽴

新たな教育施策
( １ ) 多 職 種 連 携 教 育
（IPE)の実施
(２)学⽣の進路選択⽀援
策の実施
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 2022年度事業計画≪一般施策≫

計画番号 12 事業計画名 外部評価を踏まえたカリキュラムの改善

No.
1 ささやま医療センターにおける2022年度臨床実習において、医療現場で多職種連携の実際を経験するこ

とを⽬的として、看護・薬・リハビリ学部の希望学⽣と共に多職種連携総合臨床実習を実施した。ま
た、臨床実習の充実のため2022年度カリキュラムにおいて臨床実習期間を増週した。2022年度4学年次
からの医療倫理教育として臨床実習において倫理的な課題についてレポート提出を課すこととした。
2022年度、第4学年次の⼀部の科⽬を科⽬再編により統合（医療⼊⾨、ゲノム）するとともに、第3学
年次において、関連のある臨床系科⽬を⽔平統合し（循環器・腎臓、内分泌・代謝・免疫、呼吸器・⾎
液、産科・婦⼈科、消化管・肝胆膵）、新規科⽬として開講した。
各授業科⽬の定期試験等を集約し、各科⽬の評価の妥当性、学修成果との整合性などについて、当事者
以外の専⾨家として、IR室で分析・評価を実施のうえフィードバックを⾏った。
委員会については教務委員会、カリキュラム委員会、カリキュラム評価委員会の役割、位置付け、関係
性を点検した。カリキュラム委員会の機能と教務委員会の機能が⼀部重複することから、カリキュラム
委員会を廃⽌し、学外者、学⽣を委員に含めた教務委員会として統合した。また、カリキュラム評価委
員会の位置づけを⾒直し、カリキュラムの点検評価だけではなく、プログラムの評価も⾏うよう役割を
付加し学外者、学⽣代表を委員に含めた医学教育プログラム評価委員会として新たに運営を⾏った。

事業の概要
JACME評価報告書により改善すべきと指摘された課題を中⼼に、カリキュラムの改善について実施の是⾮を含め検討し、実現可能な施
策から順次実施していく。
1）診療参加型臨床実習の充実
2）新規科⽬の増設⼜は科⽬の改編
3）科⽬の⽔平的・垂直的統合
4）評価⽅法の⾒直し
5）カリキュラム関連委員会の構成⾒直し

⼤項⽬ 達成状況
1）診療参加型臨床実習
の充実
2）新規科⽬の増設⼜は
科⽬の改編
3）科⽬の⽔平的・垂直
的統合
4）評価⽅法の⾒直し
5）カリキュラム関連委
員会の構成⾒直し
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 2022年度事業計画≪一般施策≫

計画番号 13 事業計画名 次代を担う中核的医療⼈育成の教育研究の強化

No.
1

2

3

事業の概要

1.２⼤学統合設置認可に伴い、設置計画履⾏状況等調査の円滑な対応
2.研究助成・顕彰制度の継続的運⽤
3.２⼤学統合後の教員活動評価制度の継続的運⽤

⼤項⽬ 達成状況
設置計画履⾏状況調査対象は、薬学研究科と看護学研究科であり、2022年5⽉に完了した。設置計画履
⾏状況調査については、次回2023年5⽉の予定。

２⼤学統合設置認可に伴
い、設置計画履⾏状況等
調査の円滑な対応

全学横断プロジェクト研究事業（HIC事業）として、3件を採択。⻄宮キャンパス研究活性化研究助成4
件、⻄宮キャンパス若⼿研究者研究助成5件、神⼾キャンパス究者研究助成10件を採択した。若⼿研究
者海外研究成果発表助成2件、研究成果の英語論⽂掲載費⽤の助成1件を採択。顕彰制度については、現
⾏では医学部教員のみが対象となっているため、4学部の教員を対象とした制度を検討中。

研究助成・顕彰制度の継
続的運⽤

教員活動評価制度は、神⼾3学部の評価項⽬を新設し、2022年度分として2023年3⽉末締切で実施し
た。今後、2022年度の集計結果を検証し、2023年度評価項⽬を内部質保証会議で再検討する予定。

２⼤学統合後の教員活動
評価制度の継続的運⽤
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 2022年度事業計画≪一般施策≫

計画番号 14 事業計画名 ⼤学の「地域制」の定着と実績づくり

No.
1

2 「キャリア⽀援の会」の
本格運⽤に向けての取組
み

卒業⽣が講師として実施している仕事研究セミナー等を「キャリア⽀援の会」との共同開催で実施し
た。また、ホームカミングデイ等でも「キャリア⽀援の会」とその活動内容について情報発信して周知
を図った。今後さらに、法⼈広報誌でも情報を発信していく予定である。

事業の概要

1．⽂部科学省「職業実践⼒育成プログラム：BP」の継続実施
2．「キャリア⽀援の会」の本格運⽤に向けての取組み

⼤項⽬ 達成状況
⽂部科学省「職業実践⼒
育成プログラム：BP」
の継続実施

「職業実践⼒育成プログラム（BP）」は、計画どおり継続実施された。（地域在宅看護実践⼒育成プ
ログラム：7⼈⼊学7⼈修了／PT・OT臨床⼒ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：17⼈⼊学13⼈修了）
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第 2 章  

自己点検評価結果 

 

 

（1） 全学 

 

（2） 医学部・医学研究科 

 

（3） 薬学部・薬学研究科 

 

（4） 看護学部・看護学研究科 

 

（5） リハビリテーション学部・医療科学研究科 
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I. ⾃⼰点検・評価の基準 

公益財団法⼈⽇本⾼等教育評価機構が⽰す⼤学評価基準を⽤いる。 

評価基準は「基準 1．使命・⽬的等」「基準 2．学⽣」「基準 3．教育課程」「基準 4．教員・職員」「基準 5．
経営・管理と財務」「基準 6．内部質保証」の 6 基準あり、基準ごとに評価項⽬である「基準項⽬」が定め
られている。また、基準項⽬ごとに「評価の視点」と各視点の「⾃⼰判定基準」が設定されている。 

 

II. ⾃⼰点検・評価の⽅法 

Ⅰの評価基準を基に作成した、⾃⼰点検・評価チェックシートを⽤いて、全学及び学部・研究科ごとに⾃
⼰点検・評価を実施。 

① 「評価の視点」の「⾃⼰判定基準」ごとに A〜C の 3 段階で⾃⼰判定を実施 

A：基準を満たしている B：概ね基準を満たしている C：基準を満たしていない 

② ①の判定に基づき基準項⽬を満たしているかの⾃⼰判定を実施 

③ ⾃⼰判定の理由と、今後の改善・向上計画を記載 

 

III. ⾃⼰点検・評価範囲 

 全 学  

基準 基準項⽬ 

基準 4 教員・職員 4-1. 教学マネジメントの機能性 

4-2. 教員の配置・職能開発等 

4-3. 職員の研修 

4-4. 研究⽀援 

基準 5 経営・管理と財務 5-1. 経営の規律と誠実性 

5-2. 理事会の機能 

5-3. 管理運営の円滑化と相互チェック 

5-4. 財務基盤と収⽀ 

5-5. 会計 

基準 6 内部質保証 6-1. 内部質保証の組織体制 

6-3. 内部質保証の機能性 

 

 学部・研究科  

基準 基準項⽬ 

基準 1 使命・⽬的等 1-1. 使命・⽬的及び教育⽬的の設定 

1-2. 使命・⽬的及び教育⽬的の反映 

基準２ 学⽣ 2-1. 学⽣の受⼊れ 

2-2. 学修⽀援  

2-3. キャリア⽀援 

2-4. 学⽣サービス 

2-5. 学修環境の整備 

2-6. 学⽣の意⾒・要望への対応 

基準３ 教育課程 3-1. 単位認定、卒業認定、修了認定 

3-2. 教育課程及び教授⽅法 

3-3. 学修成果の点検・評価 

基準 6 内部質保証 6-2. 内部質保証のための⾃⼰点検・評価 
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